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40
年
ぶ
り
の
米
国
原
油
輸
出
解
禁

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
ス
タ
ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ス•

デ
ィ
ー
ン
の
主
演
作
は
３
作
し
か
な
い
。
遺

作
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
が
監
督

し
た

『ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
』。

　

こ
の
撮
影
直
後
、
１
９
５
５
年
9
月
30
日

に
主
演
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン
は
自
動

車
事
故
で
即
死
し
た
。
　

24
歳
と
い
う
若

さ
だ
っ
た
。

　

映
画
の
中
で
若
き
牧
童
役
の
デ
ィ
ー
ン
は
、

遺
産
相
続
し
た
テ
キ
サ
ス
の
土
地
を
掘
り

続
け
て
油
田
を
掘
り
当
て
、
真
っ
黒
に
噴

き
出
す
重
油
を
浴
び
な
が
ら
笑
い
続
け
る
。

印
象
的
な
シ
ー
ン
だ
。
彼
は
大
金
持
ち
に

な
っ
た
。
そ
う
な
の
で
あ
る
。

　

１
９
７
０
年
代
ま
で
米
国
は
自
国
の
石
油

で
事
足
り
て
い
た
。
輸
入
量
は
少
な
く
、

石
油
価
格
は
テ
キ
サ
ス
州
の
公
的
機
関
テ

キ
サ
ス
鉄
道
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
決
定
し
て
い

た
。

　

そ
れ
が
自
動
車
の
普
及
で
石
油
の
需
要

が
増
え
て
輸
入
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
１

９
７
１
年
に
石
油
価
格
が
自
由
化
さ
れ
た
。

 

　

石
油
は
、
数
億
年
前
に
生
息
し
た
水
生

植
物
や
動
物
の
遺
骸
が
積
も
っ
て
、
地
熱

で
長
い
年
月
を
経
て
堆
積
岩
中
で
地
質
学

的
変
化
を
遂
げ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
突
然
、
20
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、

自
動
車
や
飛
行
機
、
船
舶
の
燃
料
と
し
て

爆
発
的
な
需
要
を
呼
び
、
数
億
年
の
眠
り

か
ら
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
７
１
年
に
、
米
国
の
原
油
生
産
は
ピ

ー
ク
を
迎
え
て
い
た
が
、
石
油
価
格
の
自

由
化
以
降
、
こ
の
国
の
原
油
生
産
量
は
減

少
を
続
け
、
ア
ラ
ス
カ
の
油
田
を
加
え
る

こ
と
で
一
時
的
に
下
げ
止
ま
っ
た
も
の
の
、

す
ぐ
に
再
び
減
少
に
転
じ
た
。

　

こ
の
国
内
の
原
油
生
産
の
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
た
後
も
、
国
内
原
油
消
費
量
は
増
え

続
け
、
米
国
は
世
界
最
大
の
原
油
輸
入

国
と
な
っ
て
い
っ
た
。
中
東
へ
依
存
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
。

　

一
方
、
国
際
石
油
資
本
な
ど
か
ら
石
油

産
出
国
の
利
益
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
組
織
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ(

石
油
輸
出

国
機
構)

は
、
１
９
７
３
年
の
第
４
次
中
東

戦
争
直
後
、
原
油
公
示
価
格
を
引
き
上

げ
た
。

　

原
油
価
格
は
急
騰
し
、
い
わ
ゆ
る

「
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
が
世
界
を
襲
い
、
日
本
に

ま
で
波
及
し
た
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
イ
ス
ラ
エ
ル

対
ア
ラ
ブ
諸
国
と
い
う
構
図
の
中
で
、
イ

ス
ラ
エ
ル
を
支
持
し
た
米
国
に
は
原
油
を

輸
出
禁
止
と
し
た
。

　

米
国
内
で
は
こ
れ
に
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
価
格

が
高
騰
し
た
た
め
、
１
９
７
５
年
か
ら
原

油
輸
出
を
禁
止
し
て
、
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
安
定
に
務
め
た
。
こ
う
し
て
米

国
産
の
原
油
は
実
に
40
年
も
の
間
、
国
外

に
出
な
か
っ
た
。

　

去
年
オ
バ
マ
前
米
大
統
領
は
、
ト
ラ
ン

プ
が
次
期
大
統
領
に
決
ま
っ
た
年
末
に
な

っ
て
、
こ
の
40
年
に
わ
た
る
原
油
輸
出
の
解

禁
に
踏
み
切
っ
た
。
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
増
産
と
い
う
米
国
の
経

済
的
な
事
情
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
関
係
国

に
対
す
る
影
響
力
行
使
の
手
段
と
す
る
ロ

シ
ア
な
ど
へ
の
警
戒
か
ら
で
あ
る
。

　

米
議
会
で
共
和
党
議
員
を
中
心
に
輸
出

解
禁
を
求
め
る
声
が
強
ま
る
中
、
民
主

党
が
要
請
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
優
遇
策
の
継
続
な
ど
と
一
本
化
す
る
こ

と
で
妥
協
が
成
立
し
た
。
「
40
年
間
に
及

ん
だ
原
油
輸
出
禁
止
は
、
米
国
の
雇
用
を

犠
牲
に
し
、
イ
ラ
ン
や
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
輸

出
国
の
力
を
強
め
て
い
る
」。

　

共
和
党
の
上
院
ト
ッ
プ
、
ミ
ッ
チ
・
マ
コ

ネ
ル
上
院
院
内
総
務

（
73
）
は
、
予
算

可
決
直
前
の
声
明
で
原
油
輸
出
解
禁
の
意

義
を
訴
え
て
い
た
。
「シ
ェ
ー
ル
」
（Sh

ale

）

と
は
、「頁
岩
」
（け
つ
が
ん
）
と
呼
ば
れ
る
、

泥
が
固
ま
っ
て
で
き
た
岩
石
の
中
で
も
は
が

れ
や
す
い
性
質
を
持
つ
岩
石
の
こ
と
で
あ

る
。

　

頁
岩
の
層
か
ら
採
れ
る
天
然
ガ
ス
や
原

油
が
「シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
」
「シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
」

最
近

「シ
ェ
ー
ル
革
命
」
を
耳
に
し
な
い
？

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　

戸
田
光
太
郎

  

苛
烈
さ
増
す

        

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
チ
キ
ン
レ
ー
ス
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で
、
数
万
年
か
ら
数
億
年
と
い
う
長
い
時

間
を
か
け
て
作
ら
れ
た
シ
ェ
ー
ル
層
は
、

地
下
２
０
０
０
ｍ
よ
り
深
く
に
あ
り
、
掘
削

が
難
し
く
莫
大
な
費
用
が
掛
か
る
た
め
、

経
済
的
観
点
か
ら
諦
め
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
水

圧
粉
砕
法
な
ど
技
術
開
発
が
進
ん
だ
こ
と

で
生
産
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

結
果
、
２
０
０
１
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ

っ
た
米
国
の
天
然
ガ
ス
生
産
量
は
、
２
０
０

６
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、
米
国
の
天
然
ガ

ス
輸
入
依
存
度
お
よ
び
国
内
価
格
が
低

下
す
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

　

こ
れ
が

「シ
ェ
ー
ル
革
命
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
オ
バ
マ
大
統
領
も
２
期
目
就
任

当
初
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
優
先
課
題
と

し
て
シ
ェ
ー
ル
を
そ
の
中
心
に
置
い
て
来
た
。

輸
出
先
確
保
で
必
死
の
中
東
、
露

　

そ
こ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
以
前
ほ
ど

「
シ
ェ
ー
ル
革
命
」
と

い
う
単
語
を
耳
に
す
る
機
会
が
減
っ
た
の

は
、
原
油
価
格
が
大
き
く
下
が
っ
た
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
。

　

原
油
価
格
の
下
落
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
原
油
の
供

給
が
多
く
な
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
が
減
産
を
見
送
っ
た
こ
と
、
中
国
で
の

成
長
の
鈍
化
や
欧
州
の
経
済
不
安
な
ど
世

界
全
体
で
の
経
済
の
先
行
き
に
対
す
る
懸

念
に
よ
る
。

　

経
済
減
速
の
中
で
も
原
油
輸
入
を
増
や

し
て
い
る
中
国
は
、
米
国
企
業
に
と
っ
て
有

力
な
市
場
と
言
え
る
が
、
す
で
に
中
国
の

輸
入
の
60
％
を
供
給
す
る
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟

国
は
長
期
契
約
で
中
国
を
縛
っ
て
い
る
。
　

　

「Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
そ
う
簡
単
に
は
中
国
市
場

を
米
国
企
業
に
譲
ら
な
い
」
と
い
う
ア
ナ

リ
ス
ト
も
い
る
。
一
方
で
、
２
０
３
０
年
頃

ま
で
に
、
太
陽
光
発
電
は
石
炭
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
炭
素
資
源
の
半
分
以
下
の
コ
ス
ト

で
の
発
電
を
可
能
に
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
太
陽
光
は
枯
渇
し
な
い
。

　

太
陽
が
死
に
絶
え
る
の
は
50
億
年
後
と

言
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
太
陽
光
は
約
５

日
分
で
、
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
の
総

埋
蔵
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
匹
敵
す
る
。
そ

し
て
夜
間
や
悪
天
候
へ
の
解
決
策
に
は
大

容
量
バ
ッ
テ
リ
ー
が
あ
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
も

ま
た
絶
え
ず
進
化
し
、
低
価
格
を
追
求

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
カ
バ
ー
す
る
電
力
は
全
体
の
30
％

程
度
で
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
の
中
の

70
％
は

「黒
部
の
太
陽
」
の
よ
う
な
水
力

発
電
で
あ
る
。

　

米
国
の
原
油
生
産
の
半
分
程
度
が
シ
ェ
ー

ル
オ
イ
ル
だ
が
、
掘
削
コ
ス
ト
が
か
さ
む
の

が
課
題
だ
っ
た
。
最
近
は
、
技
術
革
新
で

新
規
開
発
の
際
の
採
算
コ
ス
ト
を
従
来
の
１

バ
レ
ル
当
た
り
50
ド
ル
程
度
か
ら
、
同
40

ド
ル
前
後
ま
で
下
げ
ら
れ
る
業
者
も
出
て

来
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
協
調
減
産
し
た
と
こ
ろ
で
、

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
が
増
産
さ
れ
れ
ば
、
彼

ら
が
望
む
よ
う
な
価
格
の
安
定
は
実
現
し

に
く
く
な
っ
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
市
場
で
の
存
在
感
が
以
前
よ

り
低
下
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
だ
ろ
う
。

　

日
本
国
内
で
見
て
も
、
第
１
次
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
が
起
き
た
１
９
７
３
年
度
に
は
、
１

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
石
油
の
割
合
は

７
割
を
超
え
て
い
た
が
、
２
０
１
０
年
度
に

は
４
割
を
割
り
込
ん
だ
。

　

ロ
シ
ア
は
原
油
や
天
然
ガ
ス
し
か
輸
出
産

品
が
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
頼
み
の
経
済
で
あ

る
。

　

米
国
は
２
０
０
０
年
代
か
ら
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
、
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
を
大
量
に
算
出
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
今
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

を
抜
き
世
界
最
大
の
産
油
国
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
米
国
は
中
東
の
大
量
の
石
油
を
買

っ
て
い
た
の
に
、
米
国
が
買
わ
な
く
な
っ
た

た
め
に
、
中
東
は
石
油
の
販
路
を
欧
州
に

求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
欧
州
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
を
ロ
シ
ア

か
ら
買
っ
て
い
た
が
、
安
定
供
給
の
た
め
に

中
東
か
ら
輸
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て

い
る
。

　

米
国
、
ロ
シ
ア
、
中
東
、
太
陽
光
発
電

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、

し
ば
ら
く
落
ち
着
か
な
い
よ
う
だ
。

米国のシェールオイルの井戸。最近は１バレル＝40ドル前後でも採算が取れると言う（シェブロン）

P28-29時論Ⅱ_10.indd   29 2017/09/12   13:35:13


